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配布資料 

○基準の中間答申（案） 

○利用者負担の中間答申（案） 

○「こども育成計画」19 の重点ポイントの進捗状況と課題 
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○小学生の保護者を対象としたアンケート調査結果 
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【井上会長】それでは、議事に沿って進行します。まずそれぞれの部会長から、部会の報

告をお願いします。 

【青木委員】給付部会では、「利用者負担」「中間答申案」「量の見込み」について話し合い

ました。詳細は事務局から説明します。 

【久間保育対策課長】（資料「基準の中間答申（案）」放課後児童健全育成事業部分を除く

部分について説明） 

【井上会長】自園調理については基準化していくという考え方でよろしいですか。 

【青木委員】現在全ての園がそうしている形を継続していくということです。 

【井上会長】新規参入する保育所に対しても基準化していくということでよろしいですか。 

【青木委員】そういうことになります。 

【井上会長】ベビーシッターによる預かり保育について何か話題に上がりましたか。 

【久間保育対策課長】特に議論には上がりませんでしたが、現在国が示している安全基準

を今後公表していく予定です。 

【井上会長】それでは引き続き、資料に沿って説明願います。 

【久間保育対策課長】（資料「利用者負担の中間答申（案）」学童保育所部分を除く部分に

ついて説明） 

また、これまで議論してきた少子化対策や子育て支援推進策について、戦略的に考えて

きたということを加味した文言を概要の中に加えたほうがよいという意見をいただきまし

た。これを受けて事務局は、さらに文言の整理をしていきたいと考えています。 

【井上会長】戦略的とはどのような内容ですか。 

【久間保育対策課長】低所得者世帯の負担軽減の拡充を「子育てしやすいまちナンバーワ

ン」を目指す当市の戦略の１つとして考えてきた、という意味合いです。 

【井上会長】国基準の第８階層については、高所得者負担の増という解釈でよろしいです

か。 

【久間保育対策課長】２年前に国基準が改定され、第８階階層が新設されました。ここで

それに沿った形にするということです。 

【井上会長】（２）保育所部分の②の一定程度の単純化という点についてもう少し説明をお

願いします。 

【久間保育対策課長】現在の市の保育料は２６の階層に分かれていてわかりにくいため、
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負担者側、徴収側ともにわかりやすくするために２０階層にします。年収ベースで５０万

円ずつ分けていくとバランスよく２０段階に分けられます。 

【井上会長】（２）の幼稚園部分の③にある仮置きとはどういったことですか。都が決定し

ないとどうなりますでしょうか。 

【久間保育対策課長】現行の制度が維持される可能性があり、そうすると、キャッシュバ

ック部分が残るのであれば、それに見合う保育料に上げなければならなくなります。しか

し、それは現実的ではないので、補助の正式決定がされるよう、都に働きかけていきます。 

【井上会長】他に質問はありますか。なければ給付部会の報告は以上とします。 

この形で中間答申に入っていきますが、委員の皆さん、よろしいですか。 

（「はい」との声あり） 

【井上会長】続きまして、事業部会の報告をお願いします。 

【高橋洋副会長】事業部会では、設備及び運営基準、利用者負担について、審議をしてま

いりました。そこにあるような形で案がまとまりましたので、詳しくは事務局から説明を

お願いします。 

【新堀児童青少年課長】（資料「基準の中間答申（案）」放課後児童健全育成事業部分につ

いて説明） 

【井上会長】ここまでについて何か意見や質問はありますか。 

よろしいですか。 

（「はい」との声あり） 

では、こういう形で中間答申のまとめをしていくこととなります。 

続けて利用者負担につきまして、説明をお願いします。 

【新堀児童青少年課長】（資料「利用者負担の中間答申（案）」学童保育所部分について説

明） 

【井上会長】委員の皆様から補足、その他何かありますでしょうか。 

【鍜治委員】６年生まで受け入れることへの見通しはどうなっていますでしょうか。 

【新堀児童青少年課長】大きな課題として議論してきました。国が発表した「放課後総合

プラン」では、学童保育と放課後子ども教室の一体的な推進体制をうたっています。また、

現在の学童保育所のキャパシティでは、物理的に対応が難しい状況です。したがって、学

童保育所については、基本的には低学年への対応を中心とし、そして学校施設を利用する
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中で高学年の居場所を確保するという方策がベースとなると考えています。 

【鍜治委員】そうした点は、最終答申の中に盛り込まれる予定でしょうか。 

【井上会長】放課後子ども教室が全校で開かれてない現状を踏まえて、「総合的な放課後対

策」として事業部会でもう一度論議をして、２７年度以降どう実現していくか、答申とし

て盛り込んでいかなければならないと考えています。 

【事務局】補足ですが、部会の中で、全体の考えの根底としてある「子育てにやさしいま

ち八王子を実現するために」という表現を中間答申の中のどこかに記載し、また、学童保

育料の所得に応じた応能負担のありかたについて今後研究していく旨を追加記載する要望

がありました。その旨修正する予定です。 

【井上会長】今回説明があった内容で中間答申として委員の皆さんにご了解をいただけれ

ば、事務局、会長、副会長とで文言調整し、確定させていただきますが、よろしいでしょ

うか。 

（「はい」との声あり） 

では、そのようにさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

続いて、「こども育成計画」の重点ポイントと進捗状況について事務局から説明願います。 

【事務局】本計画１９の重点ポイントの８から１１番については、現在、同時期に作業を

進めている学校教育のプランの中に吸収・反映されていきますので、ここでは残りの１５

のポイントについて説明させていただきます。 

（資料「「こども育成計画」１９の重点ポイントの進捗状況と課題」について説明） 

【井上会長】質問等ございますか。よろしいですか。 

これを受けて各部署から新たな計画に盛り込む事項を挙げていただき、計画に落として

いくことになります。また、審議会からも新たな提案が出てくると思います。 

全体としてわかりにくいのは達成度で、数値目標があるところでもこれで十分なのかど

うか、評価が難しいところがあります。その点は今後審議会でも議論していきたいと思い

ます。 

それでは次に、ワーキングチームの進捗状況についてですが、既に４回を重ね、新しい

育成計画をどうするかということで協議をしてきました。本日は資料の１５ページ以降に

ある中間報告をご覧ください。 

（資料「第３次子ども育成計画「ビジョンすくすくはちおうじ（仮）」策定ワーキングチ
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ーム中間報告」について説明） 

皆さんにご意見を伺いたいのは、基本理念として「みんなで育てる みんなが育つ 八

王子」を置き、これを実現するため、「未来をひらく」、「夢や権利を護る」、「育つ育てる楽

しいまち」を３つの柱としたところについて意見を挙げていただきたい。そして、まだ全

部論議ができているわけではありませんが、４つの基本方針、１７の基本施策、４２の具

体的施策を掲げてあります。これらについて、具体的なご意見をいただきたいと考えてい

ます。 

具体的施策のところで「新」と表示してあるのは、チームの委員がこのようなものを新

たに組み込んではどうだろうか、と話している部分です。この他にも計画に盛り込んだら

どうだろうかという意見がありましたら、ぜひ挙げていただきたいと思っています。 

次の審議会では、こういう施策が必要である、という具体の意見を各委員から求めます

ので、準備方よろしくお願いいたします。 

次に、報告事項に移ります。アンケート調査の結果について、事務局から概要を説明願

います。 

【事務局】（別添資料「小学生の保護者を対象としたアンケート調査結果」、「小中学生を対

象としたアンケート調査結果」について説明） 

この結果については、今後学校にも配布する予定です。 

【井上会長】次に、子どもとの意見交換会について説明をお願いします。 

【事務局】（別添資料「子どもとの意見交換会開催について」について説明） 

【井上会長】９月にまた報告をしてもらいますので、委員の皆さんには、ぜひ子どもの代

表から意見を聞いていただきたいと思います。 

最後にパブリックコメントの報告をお願いします。 

【事務局】子ども家庭部については、いただいた意見が貸付の条例に関するもので１件、

保育に関するもので０件、学童に関するもので５件という状況です。今後７月６日まで意

見を募集します。 

【井上会長】では、これで終了します。長時間ありがとうございました。 

 


